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虚
円
・
研
究
：
第
二
百
ニ
ハ
十
・
一
競

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

岩
井
澱
授
逝
去
　
十
一
月
二
日
午
前
五
時

豫
て
療
養
中
な
り
し
本
田
委
員
岩
井
勝
二

郎
薮
授
逝
去
さ
る
。
氏
の
心
理
學
に
封
ず

・
、
る
熱
意
と
造
詣
と
は
、
人
の
目
し
く
畏
敬

す
る
慮
な
り
し
に
、
天
君
に
齢
を
假
さ
す
、

遽
に
白
玉
縷
中
の
人
と
な
ら
れ
し
こ
と
、

氏
の
爲
又
學
界
の
爲
惜
み
て
も
認
り
あ

り
。
先
に
本
論
講
演
に
際
し
て
「
ラ
イ
プ

チ
ヒ
の
心
理
學
」
の
題
下
に
懇
切
な
る
激

示
を
賜
は
う
し
こ
と
、
今
叢
に
顧
み
て
蒋

た
域
慨
に
堪
へ
す
。
謹
み
て
哀
悼
の
意
を

表
す
ρ

」
〇
四

　
　
　
　
故
岩
井
勝
二
郎
数
擾
略
歴

明
治
十
九
年
二
月
十
七
貸
　
編
井
縣
敦
賀
郡
敦
賀
町
二
出
生

明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
臼
　
慶
島
高
等
髄
範
學
校
本
科
継
物
化
學
部
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

明
治
四
六
二
年
四
月
三
＋
疑
一
三
縣
立
第
二
碑
戸
申
學
校
教
識
二
任
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ル

大
正
三
年
八
月
十
八
縫
校
務
ノ
部
合
馬
ヨ
リ
休
職
ト
ナ
ル

大
正
三
年
九
月
十
】
日
　
京
都
帝
國
大
學
交
野
大
學
哲
學
科
入
學

大
正
六
年
七
月
十
三
月
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
円
醤
學
科
卒
業

大
正
山
ハ
年
九
月
入
日
　
　
由
尽
都
営
鋼
帯
學
山
人
學
院
入
塵
・

大
正
七
年
三
月
三
十
一
B
　
京
都
帝
同
大
學
文
科
大
回
副
手
賜
託

大
正
九
年
十
月
十
二
日
　
京
都
帯
國
大
學
助
手
二
任
ゼ
ラ
レ
、
文
學
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
ヲ
三
鼎
ラ
ル

大
正
十
年
七
月
二
十
一
、
一
日
　
京
都
府
疑
獄
科
大
子
講
節
囑
託

大
正
十
一
年
四
月
十
鐸
　
京
都
濡
場
大
王
助
手
依
願
冤
宮
、
京
都
帝
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
文
學
部
副
直
囑
託

昭
和
三
年
三
月
二
十
四
日
　
京
都
帝
國
大
學
大
過
院
邊
學

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
　
心
理
學
研
究
ノ
爲
満
…
ニ
ケ
年
三
掲
逸
國
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
勘
陶
ヲ
今
春
ラ
ル

昭
和
四
二
二
月
六
三
　
京
都
帝
郭
大
學
助
教
授
二
三
ゼ
ラ
レ
丈
學
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
勤
務
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

昭
和
四
年
三
月
十
四
日
　
京
都
出
護
、
瀞
戸
ヨ
リ
濁
逸
職
工
向
フ

昭
和
四
年
＋
二
月
二
＋
三
口
伊
太
利
國
及
合
衆
国
ヲ
在
留
圏
二
追
加
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ル

昭
和
山
ハ
年
⊥
二
月
十
・
一
臼
　
　
露
朝

昭
和
十
一
年
七
月
二
十
七
測
　
満
洲
國
へ
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

昭
和
十
一
年
九
月
九
日
　
三
三

昭
和
十
二
年
十
一
冑
月
｝
門
周
　
　
一
尽
都
粛
叩
國
∴
人
風
甲
教
授
二
静
仕
ゼ
ラ
レ
葡
入
學
部
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
、
心
理
欝
欝
欝
欝
披
ヲ
命
題
ラ
ル

・
昭
和
十
二
年
十
～
月
二
日
　
午
前
五
蒔
自
宅
二
於
テ
癒
去


